
日
本
ス
キ
ー
発
祥

　

110　
周
年

令
和
３
年
１
月
12
日

　
明
治
44（
１
９
１
１
）年
１
月
12
日
、

軍
隊
の
視
察
の
た
め
に
来
日
し
た
当
時

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国

の
軍
人
・
レ
ル
ヒ
少
佐
に
よ
り
、
高
田

に
お
い
て
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な

ス
キ
ー
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
指
導
を
受
け
た
陸
軍
第
十
三
師
団
の

師
団
長
・
長
岡
外
史
中
将
が
中
心
と
な

り
、
軍
だ
け
で
な
く
、
民
間
へ
も
積
極

的
に
ス
キ
ー
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
ス
キ
ー
板
の
製

造
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
や
文
化
が
興
り
ま
し
た
。

　
「
ス
キ
ー
発
祥
」
と
は
、単
に
ス
キ
ー

が
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
、
産
業
、
文
化
な
ど
、
こ
の
ま

ち
か
ら
日
本
中
に
ス
キ
ー
が
広
ま
っ
て

い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

高田木工株式会社のスキー製作の様子
（大正末〜昭和初頃）

スキー菓子の新聞広告
（「高田日報」明治末〜大正初頃）

明
治
４
年(

１
８
７
１)

廃
藩
置
県
に
よ
り
高
田
藩
が
解
体

明
治
37
年(

１
９
０
４)

日
露
戦
争
が
始
ま
る
。
翌
年
、
日
露
講
和

明
治
40
年(

１
９
０
７)

町
の
発
展
策
と
し
て
の
陸
軍
第
十
三
師
団
誘

致
運
動
が
実
を
結
び
、
誘
致
決
定

明
治
41
年(

１
９
０
８)

第
十
三
師
団
入
城
開
始

明
治
44
年(

１
９
１
１)

　
【
日
本
ス
キ
ー
発
祥
】

当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国

の
軍
人
テ
オ
ド
ー
ル
・
エ
ド
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・

レ
ル
ヒ
少
佐
が
第
十
三
師
団
に
配
属
さ
れ
、

高
田
に
お
い
て
日
本
で
初
め
て
本
格
的
な
ス

キ
ー
指
導
が
行
わ
れ
る

市
民
向
け
に
安
価
な
ス
キ
ー
が
販
売
さ
れ
る

高
田
ス
キ
ー
倶
楽
部
結
成

高
田
市
制
施
行

明
治
45
年(

１
９
１
２)

高
田
で
日
本
初
の
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
催
さ

れ
る

明
治
末
〜
大
正

ス
キ
ー
せ
ん
べ
い
・
よ
う
か
ん
・
飴
、
ス
キ
ー

人
形
な
ど
、
ス
キ
ー
の
関
連
商
品
誕
生

大
正
９
年(

１
９
２
０)

高
田
に
お
け
る
ス
キ
ー
生
産
高
４
５
０
０
台

大
正
11
年(

１
９
２
２)

高
田
に
お
け
る
ス
キ
ー
生
産
高
１
万
５
千
台

大
正
14
年(

１
９
２
５)

「
高
田
日
報
」
が
、
高
田
の
ス
キ
ー
の
生
産

高
が
日
本
一
で
あ
る
こ
と
を
報
じ
る

大
正
15
年(

１
９
２
６)

ス
キ
ー
民
謡
「
さ
ら
さ
ら
と
」
誕
生

昭
和
５
年(

１
９
３
０)

日
本
ス
キ
ー
発
祥
20
周
年
、「
大
日
本
ス
キ
ー

発
祥
之
地
」
記
念
碑
建
立

昭
和
９
年(

１
９
３
４)

高
田
に
お
け
る
ス
キ
ー
生
産
高
３
万
４
千
台

昭
和
36
年(

１
９
６
１)

日
本
ス
キ
ー
発
祥
50
周
年
、
レ
ル
ヒ
像
建
立

昭
和
40
年
代

全
国
の
ス
キ
ー
生
産
高
の
約
４
割（
１
５
０
万

台
）を
生
産

昭
和
46
年(

１
９
７
１)

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
お
よ
び
翌
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
ス
キ
ー
生
産
が
急
激
に
落
ち
込
む

平
成
９
年(

１
９
９
７)

最
後
の
市
内
ス
キ
ー
製
造
業
者
が
生
産
を
中
止

平
成
23
年(

２
０
１
１)

日
本
ス
キ
ー
発
祥
１
０
０
周
年

写真：株式会社エッジシステムズが製造するスノーボードのエッジ

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
花
開
き
、
全
国
に
名
を
轟
か
せ
た
上
越
の
ス
キ
ー
産
業

と
文
化
。
そ
の
タ
ス
キ
を
引
き
継
ぎ
、
次
の
世
代
へ
渡
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地 

上
越
の
灯
を
現い

ま在
へ 

ス
キ
ー
発
祥
の
地
で
の
エ
ッ
ジ
づ
く
り

　
当
社
は
、
昭
和
40
年
頃
に
ス
キ
ー
の

部
品
で
あ
る
「
エ
ッ
ジ
」
の
製
造
を
開

始
し
た
㈱
打う
ち

江え

製
作
所
か
ら
、
平
成
31

年
３
月
に
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
、全
国
的
な
ス
キ
ー

ブ
ー
ム
も
あ
り
、上
越
地
域
に
は
ス
キ
ー

製
造
会
社
が
９
社
、
部
品
製
造
会
社
も

数
社
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
当
社
を

除
い
て
い
ず
れ
も
廃
業
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、国
内
の
ス
キ
ー・ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
個
人
で

ス
キ
ー
を
製
作
す
る
愛
好
家
へ
も
エ
ッ

ジ
を
納
め
て
お
り
、
国
内
の
シ
ェ
ア
は

１
０
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
ス
キ
ー
正
宗
」
の
誕
生

　
当
社
で
は
、
大
正
時
代
ま
で
販
売
し

て
い
た
主
力
商
品「
越え
つ
山ざ
ん
正
宗
」(

清
酒
）

を
、
昭
和
２
年
に
「
ス
キ
ー
正
宗
」
と

改
称
し
ま
し
た
。
当
時
、「
ス
キ
ー
」

を
商
品
名
に
付
け
る
こ
と
が
流
行
し
て

い
た
と
は
い
え
、
お
店
の
顔
で
あ
っ
た

商
品
の
商
標
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は

大
き
な
決
断
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ

で
も
改
称
し
た
と
い
う
こ
と
は
、「
ス

キ
ー
の
ま
ち
」
と
し
て
地
域
振
興
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
た
行
政
や
商
工
団
体

に
よ
る
働
き
か
け
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
城
下
町
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
、
熱
意
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
た
人
た
ち
が
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
」
の 

　
　
　
　
　
　
歩
み
を
後
世
へ
と

　
初
め
て
「
ス
キ
ー
正
宗
」
を
目
に
し

た
お
客
様
か
ら
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
気

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
よ
く
由
来
を

尋
ね
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、
高
田
が

日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
で
あ
り
、ス
キ
ー

産
業
が
地
域
を
支
え
る
主
要
産
業
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ま
ち
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
に
は
、
当
社
の
取
り
組
み
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は「
ま

ち
歩
き
」
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
例
え
ば
高
田
に
残
る
古
く
か
ら

の
建
物
や
お
店
に
、
ス
キ
ー
を
は
じ
め

ま
ち
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
資
料
を
置
い
て
お
き
、
訪
れ
る
人
か

ら
そ
れ
ら
を
巡
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
観

光
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
伝
え
て

い
く
工
夫
も
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
次
の
１
０
０
年
に
向
け
、
ま
ち
全
体

の
連
携
し
た
取
り
組
み
で「
日
本
ス
キ
ー

発
祥
の
ま
ち
」
を
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

　
取
引
先
か
ら
は
、
質
の
高
い
製
品
を
作

る
上
で
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と

し
て
、
当
社
の
製
品
と
加
工
技
術
を
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
越
発
の
も
の
づ
く
り
を
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　  

　
伝
承
す
る
た
め
に

　
歴
史
あ
る
ま
ち
で
培
わ
れ
た「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
の
技
術
を
、
し
っ
か
り
と
次
の
世

代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
課
題
と
感
じ

て
い
ま
す
。
会
社
と
し
て
事
業
を
承
継
し

て
い
く
た
め
に
も
、
こ
ん
な
も
の
づ
く
り

を
し
て
い
る
会
社
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
と
考
え
、
こ
の
度
「
メ
イ

ド・イ
ン
上
越
」
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
当
社
な
ら
で
は
の
製
品
や
技

術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
て
、
日
本

の
ス
キ
ー
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
こ
の
ま
ち

に
人
が
集
い
、
ス
キ
ー
を
中
心
に
新
し
い

交
流
が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
新
し
い
取
り

組
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け
た
り
、
日
本
ス
キ
ー
発
祥
記
念
館
を

訪
ね
て
み
た
り
。

110
周
年
を
機
に
、改
め
て
ス
キ
ー
発
祥
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

株式会社武蔵野酒造
取締役総務部長

小林 尚
ひさし

 さん

株式会社エッジシステムズ
代表取締役

吉川 康一 さん

　

日本スキー発祥110周年
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日本スキー発祥110周年

　レルヒの会による一本杖スキーの披露、レルヒ少佐への献花、
「日本スキー発祥の火」の採火を行います。
▶とき…１月12日㊋午後１時～　▶ところ…金谷山スキー場
レルヒ像前（荒天の場合は日本スキー発祥記念館）▶問合せ…スポーツ推進課（☎025-545-9246）
●レルヒ像ライトアップ
▶とき…１月12日㊋、２月７日㊐午後５時〜８時　▶問合せ…観光交流推進課（☎025-526-5111、内線1386）
⃝金谷山スキー場リフト搭乗無料（営業時のみ）
▶とき…１月12日㊋午前９時～午後４時30分　▶問合せ…施設経営管理室（☎025-526-5111、内線1314）

「スキーの日」レルヒ少佐顕彰会

日本スキー発祥110周年記念　関連イベント
　レルヒ少佐によって日本で初めて本格的なスキー指導が行われた、1911年１月12日。このことから、

「１月12日」は「スキーの日」と定められています。令和３年１月12日に日本スキー発祥110周年を迎え
ることを記念し、さまざまなイベントなどを開催します。

　日本スキー発祥110周年にまつわる歴史に触れてみませんか

　レルヒ少佐が伝えたスキーが高田の人々
の暮らしや文化、産業にどのような変化
をもたらしたのか、日本スキー学会会長
の新井博さんから講演いただきます。
▶とき…１月11日㊊・㊗午後３時～５時（開
場：午後２時30分）
▶ところ…オーレンプラザ
▶定員…200人程度
▶申し込み・問合せ…１月７日㊍までに、
電話(平日の午前８時30分～午後５時15分)
またはファクシミリ、メールで住所、氏
名（フリガナ）、生年月日、年齢、連絡先
をスポーツ推進課（☎025-545-9246、
FAX025-545-9273、　 sports-k@city.
joetsu.lg.jp）

日本スキー発祥110周年記念講演会

　上越市におけるスキーの振興や産業の歴
史など紹介するパネルを展示します。
▶とき…１月８日㊎～２月７日㊐
▶ところ…高田まちかど交流館、ミュゼ雪
小町、オーレンプラザ、高田・直江津図書
館、キューピットバレイほか
▶問合せ…スポーツ推進課（☎025-545-
9246）

日本スキー発祥110周年記念パネル展

日本スキー発祥記念館テーマ展示
「レルヒ少佐と高田の友人たち」

　レルヒ少佐は、軍人だけでなく一般の市民とも
交流を深めました。高田の友人たち（画家・新聞
記者）との交流の様子から、スキー指導にとどま
らないレルヒ少佐の側面を紹介します。
▶とき…１月９日㊏～３月28日㊐
▶ところ…日本スキー発祥記念館
▶開館時間…午前10時～午後４時（入館は閉館の
30分前まで）
▶入館料…一般460円、小・中学生、高校生160円
▶休館日…月曜日、祝日の翌日（１月11日㊊・㊗
は開館、スキーの日（１月12日㊋）およびレルヒ
祭（２月６日㊏・7日㊐）は入館無料）
▶問合せ…歴史博物館（☎025-524-3120）

レルヒ少佐と岡倉一雄（岡倉天心の長男）・
妙高山惣滝附近（日本スキー発祥記念館所蔵）

○�４月には、長岡外史中将により建てられ、平成５年に大町２丁目に移築・復原した旧師団長官舎（市指定文化財）
がレストランとしてリニューアルオープンします。

○�10月には、オーストリアのリリエンフェルト市とスキーが縁で姉妹都市提携を行ってから40周年を迎えます。

○�お得なリフト料金割引（１日券対象）
…上越市民割（毎月第３土・日曜日）、
18・19歳無料、20〜22歳半額、
ほか多数

　※割引きなどを受ける際は、身分証
　などが必要となります。
○小学生向け初心者レッスンの開催
○�レストランイベント「ガチャランチ」

では目玉メニューを用意しています。

シーズン中のプラン・イベント
　リニューアルした源泉掛け流しの天然温泉で、のんびり
くつろげます。
▶営業時間…○平日＝正午〜午
後６時　○土・日曜日、祝日の
前日＝正午〜午後８時30分
▶利用料…大人（中学生以上）
600円（上越市民は500円に割
引）、小学生300円、未就学児（３
歳以上）100円

ゆきだるま温泉　日帰りの湯「久比岐野」

キューピットバレイで滑りませんか！
　安塚区雪だるま高原のキューピットバレイがオープン！気軽に行くことのでき
る市内のスキー場でウインタースポーツを楽しみましょう。
▶営業期間…令和３年３月21日㊐まで（予定）
▶営業時間…午前８時30分〜午後４時30分
▶︎問合せ…キューピットバレイ（☎025–593–2041）

高田本町商店街でのイベント
●本町ガチ盛りまつり
　本町、仲町の飲食店が「ガチ盛りメ
ニュー（3.5人分）」を提供します。
▶とき…２月６日㊏～28日㊐
▶ところ…本町、仲町の飲食店

一本杖スキー講習会

　レルヒ少佐が伝えた「一本杖スキー」を体験しませんか。
▶とき…２月７日㊐午後１時30分～３時
▶ところ…金谷山スキー場
▶定員…20人（申込順）　▶︎費用…無料
▶︎申し込み・問合せ…申込書に必要事項を記入し、２月
３日㊌までにレルヒ祭レルヒ顕彰部会事務局（日本スキー
発祥記念館内、☎・FAX 025-523-3766）

レルヒ祭
−日本スキー発祥110周年−

　レルヒ少佐の功績をたたえ、さまざまなイベントを開催します。本号では、事前申し込みが
必要なイベントなどをお知らせします。
▶とき…令和３年２月６日㊏・７日㊐　▶ところ…金谷山スキー場、高田本町商店街ほか
■問合せ…レルヒ祭実行委員会事務局
　　　　　（（公社）上越観光コンベンション協会（☎025-543-2777））

上越観光ネット

（※関連イベントやレルヒ祭の実施は、天候や新型コロナウイルス感染症の影響などにより変更・中止となる場合があります。）

キューピットバレイ
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